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地域資源である梅を題材とした環境教育・ESD 実践の可能性

Possibility of Environmental Education and ESD Practices 

Using Ume Plums as a Local Resource

萩原 豪

HAGIWARA Go Wayne

高崎商科大学

［要約］本稿は筆者が高崎商科大学で担当している観光まちづくりコースの授業におい

て，2017 年度から現在まで展開している ESD 実践活動を取り上げ，地域資源としての梅

を題材とした ESD 実践を通じた展開の可能性を検討していくものである。この ESD 実践活

動は国内第 2 位，東日本第 1 位の生産量を誇る群馬県の地域資源である梅を題材として

「地域を知る」ことを通じ，地域活性化を志向した「観光まちづくり」に資することを目

的として始めたものである。2017 年に梅の加工工場の見学をして以来，観光まちづくり

関連科目で取り上げることから，大学構内の梅の木から学生が梅の実を収穫し，卒業生の

力を借りて加工製品を作り，大学祭で販売するまでに大きく展開していった。これは地域

資源である梅を活用し，小規模ながら地域循環共生圏への理解を促すことができたとも考

えることができる。実践活動の場所が商業系の大学であることから，今後は小規模ながら

大学内の梅から 6 次産業化の展開をすることにより，さらに地域循環共生圏や持続可能な

地域活動への理解を促す活動に昇華していきたい。

［キーワード］環境教育，ESD，地域資源，梅，地域循環共生圏（ローカル SDGs）

１．はじめに

梅は日本人にとって身近な花のひとつであ

る。その果実は梅干し，梅酒などに加工され

ており，加工品になっても日本人の生活の中

で身近な存在のひとつであると言える。

大学において梅を活用した活動は一定数見

ることができる。例えば，大学の公式ウェブ

サイトに掲載された情報などを概観すると，

県立広島大学（2015，2022）や昭和大学

（2018），駿河台大学（2019，2021），尚絅学

院大学（2022）などでは学生の課外活動や研

究室単位での活動として大学構内にある梅の

木から梅を収穫している。また和洋女子大学

（2022）のように大学外の農園で梅を収穫す

る事例もある。いずれの例も収穫後に，梅干

しや梅酒・梅ジュースなどに加工している。

その他，梅を用いた域学連携の例も見られ

る。例えば，別府市（2022）のように，市内

の公園にある梅の木の樹勢が年々弱くなって

いることから現況調査を行った上で，別府大

学などと協力して梅の実の活用の可能性を探

っている事例もある。

このような活動の中で，特筆することがで

きる例として相模女子大学の事例が挙げられ

る。神奈川新聞（2017）によれば，1970 年

に入学した学生が一人一本の梅の苗木を寄贈

したことから，大学構内に梅の木があるとい

う。2015 年からこの梅の木から実を収穫

し，産学連携活動の一環として，相模原市内

の酒造において梅酒造りを仕込んでいる。こ

の梅酒は相模女子大学のオリジナルブランド

「さがじょの梅酒 翠想（すいそう）」とし

て販売されており，この活動は継続的に行わ

れている（東京新聞 2019，岩堀 2022）。しか

しながら，これらの活動事例は大学の公式ウ

ェブサイトの情報や新聞記事以外，研究実践

報告としてまとめられたものを確認すること

ができなかった。
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他方，本研究との関連で見るのならば，岩

本（2019）の研究報告が先行研究として挙げ

ることができる。岩本は奈良教育大学で自身

の授業の中で，2011 年度から梅干し作りの

活動を行っており，梅の実の採取から梅干し

作りまでの一連の活動を実施している。岩本

は梅を用いた自身や小学校などにおける実践

活動を通じ，梅と梅干しが ESD の教材となり

得るのかを，SDGs との関連から検討してい

る。

本稿では筆者が高崎商科大学で担当してい

る観光まちづくりコースの授業において，

2017 年度から現在まで展開している教育研

究実践活動を取り上げ，地域資源としての梅

を題材とした ESD 実践を通じた展開の可能性

を検討していく。

２．梅を題材とした ESD 実践活動の展開

本稿で紹介する ESD 実践活動は，地域資源

である梅を題材として「地域を知る」ことを

通じ，地域活性化を志向した「観光まちづく

り」に資することを目的として始めたもので

ある。

群馬県の梅生産量は全国第 2 位，東日本第

1 位である。農林水産省（2022）によれば，

全国収穫量（96,600t）のうち，第 1 位の和

歌山県が全体の約 7 割（67%：64,400t）を占

めており，第 2 位の群馬県は 4%（3,680t）

と大きく引き離されており，群馬県が第 2 位

の生産地であることはあまり知られていな

い。秋間梅林・榛名梅林・箕郷梅林は「群馬

県三大梅林」と言われており，観光案内パン

フレットなどにも「梅林まつり」などが大き

く掲載されている。

また高崎駅などには「群馬は梅の名産地」

や「梅のまち高崎」というポスターととも

に，梅干しなどの加工品が売られているが，

盛況であるとは言い難い状況にあった。そこ

で，群馬県を代表する地域資源のひとつであ

る梅を題材として，環境教育・ESD の視座か

ら観光まちづくり関連科目への応用の可能性

の検討を試みた。

図 1 高崎駅構内での梅加工品販売

2021 年 4 月 20 日（筆者撮影）

図 2 高崎駅構内での梅干し販売

2018 年 5 月 20 日（筆者撮影）

その後，2016 年，群馬県高崎市内で梅加

工工場（株式会社大利根漬）を経営している

富沢健一氏から，「東日本第 1 位の生産量を

誇る梅について大学の授業でも取り上げてほ

しい」という要請があったことから，梅を本

格的に取り上げることになった。梅を取り上

げる授業として，当時，地域資源を発掘して

利活用することをテーマとしていた担当科目

「観光まちづくり基礎」を選択し，そのフィ

ールドワークとして，大利根漬の工場を見学

することになった。
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図 3 株式会社大利根漬の工場見学

2017 年 5 月 23 日（筆者撮影）

2017 年度は工場見学の日程を調整して 1

度だけ実施することができたものの，2018

年度以降は日程調整が難しくなった。これは

平日でなければ工場側の対応が難しく，学年

暦との関係から平日での工場見学ができなか

ったためである。そのため工場見学は断念

し，対応する授業科目も「観光まちづくり基

礎」から少人数で開講している「（地域）商

品開発演習」に変更した。そして「（地域）

商品開発演習」の中で群馬県産の梅の活用方

法について，高崎駅などでの販売状況を視察

するフィールドワークを実施した後，グルー

プごとに検討していく方式に切り替えた。

2020 年度より COVID-19 対応により授業が

オンラインとなり，県の警戒度に基づいて学

外フィールドワーク活動が制限されることに

なった。そのため「商品開発演習」などの授

業ではオンライン授業の中で梅やその他の県

産品を紹介するだけに留まった。

ゼミについてはできるだけ対面授業を実施

する方針であったため，対面授業が可能な時

間内でできることを模索した。そこで，前述

した県立広島大学や駿河台大学の事例のよう

に，大学構内にある梅の木（2 本）から梅を収

穫し，加工品を作るプロジェクトを実施する

ことにした。しかしながら COVID-19 対応によ

る活動制限があり，大学内での作業をするこ

とができなかったため，収穫した梅の加工作

業は，ゼミ卒業生であり食品加工業を営んで

いる茂木八千代氏に委託して行うことになっ

た。

図 4 大学構内での梅収穫

2021 年 6 月 9 日（筆者撮影）

図 5 梅の実収穫後のヘタ取りの様子

2021 年 6 月 9 日（筆者撮影）

そのため，学生が行ったのは梅の実の収穫

とヘタを取る作業のみである。後に茂木氏が

ゼミに来て，梅の加工の様子について詳細に

説明を行い，カリカリ梅の試食と梅ジュース

の試飲を行った。

このような形で大学構内にもある群馬県を

代表する地域資源である梅について理解を深

めると同時に，その利活用について学生たち

が主体的に検討していった。特に目指したの

は 10 月末に開催される彩霞祭（大学祭）での

出店販売である。しかし，COVID-19 の感染者
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数増加に伴う県の警戒度が上がったため，大

学祭は中止となり，販売する機会を失った。

図 6 茂木氏による講義

2021 年 7 月 26 日（筆者撮影）

2022 年度はフィールドワーク等の学外活

動の制限が緩和されたこともあり，多くの展

開を見込むことができた。まず 2021 年度同

様，大学構内の梅の木から梅の実の収穫から

ヘタを取るところまで行った。その後は昨年

度同様，卒業生の茂木氏に梅加工を委託し

た。これは COVID-19 対応のため，学内での

仕込み作業ができなかったためである。

図 7 加工した梅商品

2021 年 7 月 26 日（筆者撮影）

2022 年 8 月，山名八幡宮で開催された地

域のフリーマーケットである「なんぱち縁起

市」の夏祭りにおいて，萩原ゼミの販売ブー

スを出店し，2021 年度に加工した梅干しと

梅ジュースの販売を行った。

図 8 なんぱち縁起市での販売ブース

2022 年 8 月 11 日（筆者撮影）

このイベントには周辺地区の住民を中心に

500 名以上が参加していた。梅が群馬県の特

産品であることを学生たちが PR したとこ

ろ，知っている人が多くいたという。しか

し，実際に身近に植えられている梅の木から

梅の実を収穫して加工することには驚いてい

る人が多くいたようである。

図 9 販売していた梅干し

2022 年 8 月 11 日（筆者撮影）

2021 年度はオンライン開催となった彩霞

祭については，2022 年度は対面開催するこ

とになった。しかし，COVID-19 対応のため

学生が食品に触れて調理などをして販売する

ことはできず，原材料もしくは食品加工業者

が製造したものを販売することのみ許可され
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ていた。萩原ゼミで加工している梅は，すべ

て食品加工業者である卒業生に製造委託して

いる梅干しは販売許可が下りたが，梅ジュー

スは感染防止のため販売許可が下りなかっ

た。そのため販売ブースではパックにした梅

干しと，学内農園と地域の共同圃場で栽培・

収穫したじゃがいもを販売した。約 15kg あ

った梅干しパックは好評で，2 日間で完売す

るに至った。販売する際には大学構内の梅の

木から収穫したこと，地産地消であり地域循

環共生圏（ローカル SDGs）の実践であるこ

とを強調していた。

図 10 彩霞祭での販売ブース

2022 年 10 月 23 日（撮影：野口陽花里）

３．結果と考察

本教育研究実践活動は工場見学から始ま

り，授業の中で地域資源としての梅を取り上

げるだけではなく，現在では対象学生をゼミ

生に限定しての梅収穫・販売活動を展開する

に至っている。活動を展開していく中で，毎

年，受講生のほとんどが群馬県内出身者であ

るにも関わらず，群馬県が梅の生産地である

ことを知らない状況であることに変わりはな

く，梅が群馬県の特産品であることが知られ

ていないことがわかる。また，日常的に梅干

しや梅酒などの加工品を目にしたり，手にし

たりしている学生たちも，加工している梅製

品の原産地が榛名梅林や箕郷梅林など県内で

あることに驚いていた。

また大学構内にある梅の木にどれだけの梅

の実がなっているかを気にする学生はほぼ皆

無である。2021 年度は 15kg ほどだったもの

が，2022 年度は約 3 倍の 46kg に増加した。

このように収量が年によって異なるというこ

とは知識として認識している学生はいるもの

の，実際に様々な条件によって収量が変化す

ることを目の当たりにし，気候条件等が農業

に大きく関わっていることを学んでいた。

また先に述べたように，地域循環共生圏や

地産地消というものを自らの体験から学ぶこ

とができたというのが，この ESD 実践活動の

成果であると言えよう。

しかし，厳密に言うと，梅を収穫した後の

加工過程については大学の COVID-19 対応に

準じるため，現時点では学生自身が作業をす

ることができず，食品加工業に従事している

ゼミの卒業生の協力があって初めて完成し，

販売することができている。来年度以降は

COVD-19 の状況にもよるが，可能であれば学

生自身が加工の工程に携わることができるよ

うになることを望みたい。

本教育研究実践活動は，地域資源としての

梅を題材とした ESD 実践を通じた展開の可能

性を検討したものであった。筆者の本務校が

商業系の大学であることから，今後は彩霞祭

やその他のイベントなどでの販売を視野に入

れ，小規模ながら大学内の梅から 6 次産業化

の展開をすることにより，さらに地域循環共

生圏や持続可能な地域活動への理解を促す活

動に昇華していきたい。
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